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◆市町村子ども・子育て支援事業計画において定める事項（量の見込み関係）

①教育・保育の量の見込み並びに実施しようとする教育・保育の提供体制の確保の内容及び

実施時期

②地域子ども・子育て支援事業の量の見込み並びに実施しようとする地域子ども・子育て支援

事業の提供体制の確保の内容及び実施時期

量の見込みの基本的な考え方
★子ども・子育て支援法 第６１条（市町村子ども・子育て支援事業計画）★

内閣府より，平成２６年１月２０日「市町村子ども・子育て支援事業計画における『量の見込み』内閣府より，平成２６年１月２０日「市町村子ども・子育て支援事業計画における『量の見込み』

の算出等のための手引き」（ニーズ調査票の『必須項目』を元に具体的な量の見込みを算出す

るための手引き）が示された
※国の手引きは，市町村子ども・子育て支援事業計画における量の見込みの標準的な算出方法を示すもの

量の見込みについては，市町村子ども・子育て支援事業計画を作成しようとするときにおける

当該市町村に居住する子ども及びその保護者の地域子ども・子育て支援事業に該当する事業

の利用状況及び利用希望把握調査等により把握する利用希望を踏まえて作成すること

《子ども・子育て支援法に基づく基本指針より》
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アンケート結果からの具体的算出方法

【家庭類型の種類】

タイプ 父母の有無と就労状況

タイプＡ ひとり親家庭

タイプＢ フルタイム×フルタイム

タイプＣ
フルタイム×パートタイム
（就労時間：月１２０時間以上＋下限時間～１２０時間の一部）

★家庭類型の分類★

タイプＣ
フルタイム×パートタイム
（就労時間：月１２０時間以上＋下限時間～１２０時間の一部）

タイプＣ’
フルタイム×パートタイム
（就労時間：月下限時間未満＋下限時間～１２０時間の一部）

タイプＤ 専業主婦（夫）

タイプＥ
パートタイム×パートタイム
（就労時間：双方が月１２０時間以上＋下限時間～１２０時間の一部）

タイプＥ’
パートタイム×パートタイム
（就労時間：いずれかが月下限時間未満＋下限時間～１２０時間の一部）

タイプＦ 無業×無業
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【クロス集計によるタイプＢからＦの設定】

母親

父親 １２０時間以上 下限時間未満

１２０時間以上

１２０時間未満
下限時間以上

１．フルタイム就労
２．育休・介護休暇中

５．現在までに就労していない
６．就労したことがない

３．パートタイム就労
４．育休・介護休暇中

１．フルタイム就労
２．育休・介護休暇中

タイプＢ タイプＣ

タイプＣ

タイプＣ’

タイプＥ タイプＤ

－３－

１２０時間以上

下限時間未満

５．現在までに就労していない
６．就労したことがない

１２０時間未満
下限時間以上

３．パートタイム就労
４．育休・介護休暇中

タイプＣ

タイプＣ’

タイプＥ

タイプＥ’

タイプＤ

タイプＤ

タイプＦ



※アンケート結果から算出

★「量の見込み」の標準的な算出方法★

作業① 推計児童数と潜在家庭類型をクロスし家庭類型別児童数を算出

推計児童数 ＝潜在家庭類型 家庭類型別

※アンケート結果から算出

家庭類型別

作業② 家庭類系別児童数と利用意向率をクロスし，量の見込みを算出

＝利用意向率 量の見込み
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各事業の「量の見込み」の算出対象となる類型

算出対象となる家庭類型 算出根拠とした対象年齢

０才から５才以下

５才児を対象

全家庭 ０才から５才以下

全家庭 ０才から２才のみ

１号認定利用
（教育標準時間認定）

専業主婦（夫）家庭，就労時間短家庭
（タイプＣ’・Ｄ・Ｅ’・Ｆ）

２号認定利用
（保育認定）

共働きであるが，幼稚園利用のみの
家庭（タイプＡ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

事業種別

共働き家庭等
（タイプＡ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

３才から５才以下幼稚園在園児対象

一時預かり事業

時間外保育事業（延長保育）

放課後児童健全育成事業（放課後児童会）

子育て短期支援事業（ショートステイ，トワイライトステイ）

地域子育て支援拠点事業（ひろひろ・ば等）

２号認定利用
（保育認定）

共働きであるが，幼稚園利用のみの
家庭（タイプＡ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

全家庭 ０才から５才以下

共働き家庭等
（タイプＡ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

０才から５才以下

全家庭 ０才から５才以下

在園児対象型を除く

３才から５才以下幼稚園在園児対象

一時預かり事業

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター）

病児保育事業（病児・病後児保育）

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）のうち，ニーズ調査を基に算出する事業は上記７事業

※利用者支援，乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん），養育支援訪問事業，妊婦健康診査事業は，ニーズ調査の結果によらず，

推計する

※「実費徴収に係る補足給付を行う事業」「多様な主体が参入することを促進するための事業」は量の見込みを算出しない事業
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（１）提供区域の設定に当たっての留意事項
地域子ども・子育て支援事業の提供区域は，「需給調整の判断基準」という要素がある「教育・保育の提供区域」

と異なり，事業の性質や実施状況を踏まえ，「量の見込み」の算出の中で，個別に区分を検討する必要があります。

提供区域の設定の考え方

（２）提供区域の設定範囲の広狭に関するメリットとデメリット

設定区分 メリット デメリット

○一番，きめ細かい計画となる。
○区域面積が狭いことから，居宅から施設等

○区域内において，施設整備等が必要なた
め，施設配置が非効率となり整備経費が多く

分割する区域が多い

○一番，きめ細かい計画となる。
○区域面積が狭いことから，居宅から施設等
への移動が容易なため，利便性は高まる。

○区域内において，施設整備等が必要なた
め，施設配置が非効率となり整備経費が多く
かかる。
○区域内における急速な需給の増減が生じ
た場合，弾力的な計画の運用がしづらい。

分割する区域が少ない

○効率的な施設整備が計画的に行える
○年度ごとの増減に対して，区域内で弾力的
に運用しやすい。

○区域が広範囲となるため，居宅からの移動
距離が遠くなる場合も想定される。
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（３）提供区域設定の考え方の整理

①教育・保育施設を利用する事業については，教育・保育の提供区域と同様の区域設定をする。

②定員設定や特定施設での実施が必要と見込まれる事業については，事業内容に合わせて区域設

定をする。

③訪問型の事業については，事業内容を把握しつつ，「全市」をひとつの区域として設定する。

ＮＯ． 事業名 提供区域 区域設定の理由

1 一時預かり事業
７ブロック

（教育・保育と同様の区域設定）
教育・保育施設で実施される事業であることから，教育・保育事業を同じ，７ブロックに設
定します

2 延長保育事業
７ブロック

（教育・保育と同様の区域設定）
教育・保育施設で実施される事業であることから，教育・保育事業を同じ，７ブロックに設
定します

3 病児・病後児保育事業 １ブロック（全市）
不定期に利用される事業であり，医療機関との連携を基本としているため，医療機関の
実態にあわせた１ブロック（全市）に設定します

3 病児・病後児保育事業 １ブロック（全市）
不定期に利用される事業であり，医療機関との連携を基本としているため，医療機関の
実態にあわせた１ブロック（全市）に設定します

4 地域子育て支援拠点事業
７ブロック

（教育・保育と同様の区域設定）
ひろば型（ひろひろ・ば，くれくれ・ば）やセンター型（保育所，保育園）で実施されているこ
とから，教育・保育事業と同じ，７ブロックに設定します

5 こんにちは赤ちゃん事業 １ブロック（全市）
訪問型の事業であり，細かな区域設定は事業の趣旨に馴染まないことから１ブロック（全
市）に設定します

6 妊婦健康診査事業 １ブロック（全市）
医療機関の選択が可能であるため，細かな区域設定は事業の趣旨になじまないことか
ら１ブロック（全市）に設定します

7
子育て短期支援事業
　　　（ショートステイ，トワイライトステイ）

１ブロック（全市） 利用実態が全市的な広範囲で行われているため，１ブロック（全市）に設定します

8 ファミリー・サポート・センター事業 １ブロック（全市） 利用実態が全市的な広範囲で行われているため，１ブロック（全市）に設定します

9 養育支援訪問事業 １ブロック（全市）
関係機関や全市的な連携が必要であり，全市的な情報を基に迅速な対応が求められて
いるため，１ブロック（全市）に設定します

10 放課後児童会健全育成事業 ３５ブロック（小学校区） 利用実態が，自らが通う小学校区を基本としているため，３５ブロック（小学校区）とします

11 利用者支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12 実費徴収に係る補足給付を行う事業　　　　　　　　

13 多様な主体が参入することを促進するための事業

「利用者支援事業」「実費徴収に係わる補足給付を行う事業」「多様な主体が参入するこ
とを促進するための事業」は，新規事業であるため，今後の国の審議状況を踏まえて検
討します。
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事業種別

事業概要

算定にあっての
考え方

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

施設数 １２箇所 １３箇所 １３箇所

利用児童数 ７，３００人 ８，４２８人 ８，４４０人

施設数 ２９箇所 ２９箇所 ２８箇所

利用児童数 ２，０６１人 １，９８６人 ２，０３５人

【量の見込み（暫定値）】（延べ人数）
提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

天応・吉浦 74 74 73 73 71
中央・宮原・警固屋 569 571 591 564 546
音戸・倉橋 0 0 0 0 0
阿賀・広・仁方・郷原 1,290 1,241 1,183 1,163 1,205
川尻・安浦 550 526 481 455 447

一時預かり事業

家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について，主として昼間において幼稚園などで一時的に預る事業

保育所、幼稚園ともに一時預かりの実績は、増加傾向にあり，ニーズ調査の結果から見込み量を算定した。

実績

指標（実績）
公立・私立保育所における実施施設数，利用児童数
幼稚園（預かり保育）における実施施設数，利用児童数

年度 提供区域 ７ブロック

保育所
対象家庭類型 全家庭

1
号
認

対象年齢 ０才～５才児

幼稚園

【算出方法】

１．利用意向（１号認定）
　①利用意向率：
　　１号認定に該当すると考えられる子
　　どもの不定期事業の利用希望割合
　　×不定期事業を利用している幼稚川尻・安浦 550 526 481 455 447

昭和 203 203 191 190 185
安芸灘地区 0 0 0 0 0
見込み量計（市全体） 2,686人 2,615人 2,519人 2,445人 2,454人

提供量 2,035人 2,035人 2,035人 2,035人 2,035人
天応・吉浦 282 288 289 287 278
中央・宮原・警固屋 1,264 1,254 1,309 1,246 1,211
音戸・倉橋 48 46 42 41 41
阿賀・広・仁方・郷原 2,619 2,514 2,405 2,361 2,316
川尻・安浦 656 644 590 576 561
昭和 1,877 1,883 1,764 1,759 1,715
安芸灘地区 30 8 10 3 5
見込み量計（市全体） 6,776人 6,637人 6,409人 6,273人 6,127人

提供量 6,331人 6,331人 6,331人 6,331人 6,331人
天応・吉浦 46 48 49 48 45
中央・宮原・警固屋 185 181 182 176 171
音戸・倉橋 39 38 37 35 35
阿賀・広・仁方・郷原 457 446 433 426 428
川尻・安浦 88 109 107 103 100
昭和 243 240 233 230 224
安芸灘地区 1 0 0 0 0
見込み量計（市全体） 1,059人 1,062人 1,041人 1,018人 1,003人

提供量 1,411人 1,411人 1,411人 1,411人 1,411人

認
定

２
号
認
定

上
記
以
外

　　×不定期事業を利用している幼稚
　　園利用者の一時預かり又は幼稚園
　　の預かり保育の利用割合
　②利用意向日数：
　　不定期事業の利用意向日数

２．利用意向（２号認定）
　①利用意向率：1.0
　②利用意向回数：母親の就労日数

３．利用意向（上記以外）
　①利用意向率：不定期事業を「利用し
　　たい」と回答した割合
　②利用意向日数：不定期事業を「利用
　　したい」と回答した「平均日数」

※　提供量（仮数値）
　　平成２４年度の利用実績とした
　　保育所実施分のうち
　　　　　その他の割合：１６．７％

－８－提供量 1,411人 1,411人 1,411人 1,411人 1,411人 －８－



平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

２８箇所 ２９箇所 ３１箇所

１，１７５人 １，０９５人 １，１５１人

【量の見込み（暫定値）】（延べ人数）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

見込み量 150人 148人 148人 145人 139人
提供量 341人 341人 388人 384人 370人

算定にあっての
考え方

これまでに実績は，ほぼ横ばいとなっている。実績値と潜在的な利用希望を考慮し，ニーズ調査結果から見込み量を算定し
た。

事業種別 延長保育事業

事業概要
保育認定を受けた子どもについて，通常の利用日に認定時間（保育標準時間・保育短時間）を超えて，認定こども園，保育
所で保育を実施する事業

実績

利用児童数 対象年齢 ０才～５才児

年度 提供区域 ７ブロック

指標（実績） 公立・私立保育所における実施施設数，利用児童数

施設数 対象家庭類型 タイプＡ，Ｂ，Ｃ，Ｅ

提供区域：区分 【算出方法】

１．利用意向
　保育所等で実施される事業のうち，

天応・吉浦
提供量 341人 341人 388人 384人 370人

見込み量 299人 295人 295人 284人 280人
提供量 1,497人 1,483人 1,521人 1,470人 1,441人

見込み量 209人 202人 195人 191人 189人
提供量 306人 293人 274人 270人 270人

見込み量 698人 678人 657人 648人 639人
提供量 2,284人 2,204人 2,139人 2,119人 2,110人

見込み量 231人 228人 221人 219人 212人
提供量 440人 433人 414人 415人 404人

見込み量 335人 330人 320人 316人 309人
提供量 842人 843人 810人 807人 790人

見込み量 15人 15人 15人 15人 15人
提供量 44人 37人 33人 32人 34人

見込み量 1,937人 1,896人 1,851人 1,818人 1,783人
提供量 5,754人 5,634人 5,579人 5,497人 5,419人

安芸灘

計（市全体）

１．利用意向
　保育所等で実施される事業のうち，
　１８時以降も利用を希望する者の
　割合

※　提供量は，基本的には，保育を実
　　施する施設に通う全児童数となる
　（教育・保育の見込み量から）

天応・吉浦

中央・宮原
・警固屋

音戸・倉橋

阿賀・広・
仁方・郷原

川尻・安浦

昭和

－９－



事業種別

事業概要

算定にあっての
考え方

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１０，９４４人 １０，８６１人 １０，７５０人

２箇所 ２箇所 ２箇所

２，１３２人 ２，５４５人 ２，３２４人

９１５人 １，１３８人 １，１１３人

２．３３日 ２．２４日 ２．０９日

実績

指　標　（実績） 施設数，延べ利用児童数

年　　度 提供区域

０才～５才児童数 対象家庭類型

施　設　数 対象年齢

延べ利用児童数

実利用児童数 【算出方法】　　暫定数値
１．ニーズ量：
　定期的な教育・保育事業を子どもの
　病気等で利用できなかったと回答し
　た者のうち、当該事業を「利用した:

１人当たりの平均利用日数

病児・病後児保育事業

病児について，病院などにおいて付設された専用スペースで，看護師等が一時的に保育等を実施する事業

実績値と潜在的な利用希望を考慮し、ニーズ調査結果と１人あたりの利用状況を考慮して見込み量を算定した。

１ブロック

Ｆ以外

０才～５才児

【量の見込み（暫定値）】

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

０才～５才推計児童数 １０，４２５人 １０，２２２人 １０，００１人 ９，８０３人 ９，６１２人

ニーズ量（４１．５%）
【利用した・利用したい】 ４，３２６人 ４，２４２人 ４，１５０人 ４，０６８人 ３，９８９人

施設数 ２箇所 ２箇所 ２箇所 ２箇所 ２箇所

補正後見込み量
【延べ利用児童数】 ９，６０５人 ９，４１７人 ９，２１３人 ９，０３１人 ８，８５６人

提供量 ３，９２０人 ３，９２０人 ３，９２０人 ３，９２０人 ３，９２０人

過不足 △５，６８５人 △５，４９７人 △５，２９３人 △５，１１１人 △４，９３６人

　た者のうち、当該事業を「利用した:
　6.1%」及び「利用したい:35.4%」割合
２．利用意向日数：
　１人当たりの平均利用日数（実
　績の３年平均「２．２２日」）

※見込み量＝【ニーズ量×日数】

現有施設の状況（提供量）
２施設　定員７　稼働日数年２８０日
２箇所×７人×２８０日＝3,920人
３，９２０人受入可能

見込み量からすると「３施設」
程度確保が必要となる計算
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事業種別

事業概要

算定にあっての考
え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

施設数 ２箇所 ２箇所 ２箇所

利用児童数 ４７，８０８人 ４７，１３４人 ５２，２９０人

施設数 ６箇所 ６箇所 ６箇所

地域子育て支援拠点事業

乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場所として開設し，子育てについての相談や各種情報の提供，助言その他の援
助を行う事業

地域子育て支援拠点事業については，現在，市内２カ所の子育て支援センターと７カ所の保育園（所）で実施している。
推計児童数は減少傾向にあるが，利用実態は増加であるため，実績値とニーズ調査に基づく量の見込みを算定した。

実績
ひろば型

センター型

提供区域 ７ブロック

全家庭類型対象家庭類型

施設数，利用児童数

利用児童数 ５７４回・６１，５２８人 ５２１回・７１，１８６人 ５７７回・７１，５４１人

合計 利用児童数 １０９，３３６人 １１８，３２０人 １２３，８３１人

【量の見込み（暫定値）】 延べ人数

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

天応・吉浦 4,644人 4,452人 4,224人 4,140人 4,044人

中央・宮原・警固屋 20,544人 20,064人 19,200人 18,828人 18,468人

音戸・倉橋 5,436人 5,460人 5,592人 5,460人 5,328人

阿賀・広・仁方・郷原 45,684人 45,636人 45,096人 44,172人 43,128人

川尻・安浦 8,880人 8,556人 8,772人 8,592人 8,388人

昭和 14,544人 14,160人 14,220人 13,920人 13,596人

安芸灘地区 132人 132人 180人 180人 168人

合計（市全体） ９９，８６４人 ９８，４６４人 ９７，２８４人 ９５，２９２人 ９３，１２０人

対象年齢

【算出方法】

１．利用意向
①利用意向率：当該事業を利用してい
る（利用したい）と回答した者の割合

②利用意向回数：①の対象者の月当
たりの平均利用回数

ニーズ量＝利用意向×利用意向回数
（回/月）×12か月

センター型
０才～２才児
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事業種別

事業概要

算定にあっての考
え方

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１，８６７人 １，７８６人 １，７２０人

94.1% 93.3% 94.9%

１，７５８人 １，６６７人 １，６３２人

乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）

生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し，子育て支援に関する情報提供や乳児及びその保護者の心身の状況，
養育環境の把握を行う事業

すべての乳児のいる家庭に訪問を実施するため，０歳児人口に訪問率を乗じて設定した

出生数

指標（実績）

年度

訪問数

訪問率

実績 提供区域 １ブロック

訪問数、出生数

対象家庭類型 全家庭類型

対象年齢 ０才児

【量の見込み（暫定値）】

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

訪問率
（H22～24の平均値）

訪問数

出生数 １，６５０人 １，６１４人

１，５５３人 １，５１９人

94.10% 94.10%

【算出方法】

１．訪問率
出生数に対する訪問件数の割合
※94.10は出生数に対する訪問数の割
合　（H22～H24の平均値）

２．訪問数
出生数×訪問率

１，４９１人 １，４５８人 １，４１５人

１，５８５人 １，５４９人 １，５０４人

94.10% 94.10%94.10%
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事業種別

事業概要

算定にあっての考
え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１，９１０人 １，８５２人 １，７７９人

１，８６７人 １，７８６人 １，７２０人

11.87 11.94 12.14

実績

妊婦健康診査事業

妊婦の健康の保持及び増進を図るため，妊婦に対する健康診査として，健康状態の把握，検査計測，保健指導を実施する
とともに，妊娠期間中の適時に応じた医学的検査を実施する事業

人口推計による0歳児人口から妊婦数の見込みを算出し、妊婦１人あたりの健診回数を11.98回として、受診件数を算出

妊婦健康診査延べ人数、母子健康手帳交付件数

提供区域 １ブロック

母子健康手帳交付件数（届出者数）

１人あたりの平均健診回数

出　生　数

対象家庭類型 全家庭類型

２２，６７１人 ２２，１１６人 ２１，６０４人

【量の見込み（暫定値）】　※妊婦健康診査延べ人数

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

母子健康手帳交付
件数 １，６９６件 １，６５９件 １，６２９件 １，５９２件 １，５４６件

出　生　数 １，６５０人 １，６１４人 １，５８５人 １，５４９人 １，５０４人

（1人あたりの平均健
診回数H22～24の平
均値）

１１．９８回 １１．９８回 １１．９８回 １１．９８回 １１．９８回

妊婦健康診査
　　　　　延べ人数 ２０，３１８人 １９，８７５人 １９，５１５人 １９，０７２人 １８，５２１人

【算出方法】

１．母子健康手帳交付件数
　 出生数×1.028
※1.028は母子健康手帳交付件数
（H22～H24の平均値）

２．妊婦健康診査延べ人数
　 母子健康手帳交付件数×11.98
※11.98は1人あたりの平均健診回数
（H22～H24の平均値）

対象年齢 ０才児妊婦健康診査延べ人数
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事業種別

事業概要

算定にあっての考
え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

実利用人数 １９人 １０人 １５人

延べ利用日数 ２１０日 ３０日 １２５日

実利用人数 ５人 ７人 １１人

子育て短期支援事業（ショートステイ，トワイライトステイ）

保護者の疾病等の理由により，家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童について，児童養護施設等に
入所させ，必要な保護を行う事業（ショートステイ事業）及び夜間養護等事業（トワイライトステイ事業）。

ショートステイについては，ニーズ調査結果に利用意向率と利用意向日数から見込量を算定した。
トワイライトステイについては、実績値の増減率から見込量を算定した。

実績

短期入所（ショートステイ）　実利用人数，延べ利用日数
短期入所（トワイライトステイ）　実利用人数，延べ利用日数

ショートステイ
提供区域 １ブロック

トワイライト
対象家庭類型 全家庭類型

延べ利用日数 ２５０日 ２５１日 ２１８日

【量の見込み（暫定値）】

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

ショートステイ
（延べ利用日数） ２６４日 ２５７日 ２５０日 ２４１日 ２３９日

トワイライトステイ
（延べ利用日数） ２０４日 １９１日 １７９日 １６８日 １５７日

【算出方法】

１．利用意向
①利用意向率：泊まりがけ時の預け先
として「ショートステイ」「仕方なく子ども
だけで留守番させた」と回答した者の
割合

②利用意向日数：①の対象者の平均
日数（年間）

トワイライト
対象年齢 ０才～就学児
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事業種別

事業概要

算定にあっての考
え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１，７６３件 １，９４５件 １，４５３件

１，１４７人 １，２２１人 １，１１７人

４１３人 ４２０人 ３５２人

２１５人 ２１４人 １７８人

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として，児童の預かり等の援助を受けることを希望する者と当
該援助を行うことを希望する者との相互援助活動に関する連絡・調整を行う事業。

これまでに実績は，ほぼ横ばいとなっているため，実績の増減率により推計値を見込んだ。

実績

援助件数，利用会員数，協力会員数，両方会員数

提供区域 １ブロック

対象家庭類型 全家庭類型

対象年齢 ０才～就学児

援助件数

利用（依頼）会員数

協力（提供）会員数

両方会員数 ２１５人 ２１４人 １７８人

【量の見込み（暫定値）】

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用（依頼）会員数 １，１０５人 １，０９４人 １，０８３人 １，０７２人 １，０６０人

【算出方法】

１．利用意向
①利用意向率：当該事業を利用してい
る（利用したい）と回答した者の割合

②利用意向回数：①の対象者の年間
平均利用日数

対象年齢 ０才～就学児両方会員数
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事業種別

事業概要

算定にあっての考え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

２０人 ２８人 ４０人

５１人 ８０人 ９５人

４８６日 ６０９日 ７７６日

【量の見込み（暫定値）】
見込み項目 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

認定者数（実人数） ４０人 ４０人 ４０人 ４０人 ４０人

認定者数（延べ人数） １００人 １００人 １００人 １００人 １００人

利用日数 ８００日 ８００日 ８００日 ８００日 ８００日

【算出方法】

認定者数：過去３年のうち最も多い実人数を
ベースとし，延べ人数と利用日数は，増加率を
もとに算定した

養育支援訪問事業，要保護児童等に対する支援に資する事業

養育支援が必要と認められる世帯に対し，家事，育児等の援助を行うことにより，当該家庭の抱える養育上の諸問題の解決・軽減
を図り，家庭の養育力の育成及び向上を支援するために，子育てヘルパーを派遣する事業

これまでの実績等により推計値を見込んだ

実績

子育てヘルパー派遣事業

認定者数（実人数） 提供区域 １ブロック

認定者数（延べ人数） 対象家庭類型 全家庭類型

利用日数 対象年齢 ０才～就学時

事業種別

事業概要

算定にあっての考え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

個別ケース 開催数 １９回 ５０回 ４５回

検討会議 児童数 ３６人 １０８人 ８１人

【量の見込み（暫定値）】

見込み項目 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

開催数 ５０回 ５０回 ５０回 ５０回 ５０回

児童数 ９８人 ９８人 ９８人 ９８人 ９８人

【算出方法】
認定者数：過去３年のうち最も多い実回数をベース
とし，児童数は1回毎の平均児童数を基に算定した

養育支援訪問事業，要保護児童等に対する支援に資する事業

児童虐待をはじめとして，子どもをとりまく問題は，複雑・多様化しており、問題が深刻化する前の早期に発見し，早期に支援していく
ことで家庭の安定を図るとともに，地域におけるきめ細かな支援体制を整える事業
要保護児童対策地域協議会（代表者会議，実務者会議，個別ケース検討会議など）

これまでの実績等により推計値を見込んだ

実績

児童家庭相談事業

提供区域 １ブロック

対象家庭類型 全家庭類型

対象年齢 ０才～就学時
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事業種別

事業概要

算定にあっての考え方

指標（実績）

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

施設数 ３６箇所 ３６箇所 ３５箇所

利用児童数 １，８９６人 １，８１３人 １，８４３人

【量の見込み（暫定値）】

実績

放課後児童クラブ

保護者が就労等により，昼間家庭にいない小学生の児童に対し，授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して適切な遊び
及び生活の場を与えて児童の健全な育成をはかる事業

これまでに実績を見ると利用者はほぼ横ばいである。ニーズ調査結果からの見込み量算定と、実績から増減率を考慮した見込
量を算定した。

施設数，利用児童数

市全体
提供区域 ３５ブロック

対象家庭類型 タイプＡ，Ｂ，Ｃ，Ｅ

対象年齢 就学児

【量の見込み（暫定値）】

提供区域 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

市全体（低学年） ２，０９４人 ２，１３８人 ２，１３１人 ２，１２０人 ２，０１７人

市全体（高学年） ５４５人 ５２３人 ５２８人 ５２９人 ５３７人

合計（市全体） ２，６３９人 ２，６６１人 ２，６５９人 ２，６４９人 ２，６１３人

【算出方法】

１．利用意向
①利用意向率：当該事業を利用したいと回
答した者の割合
 （低学年）35児童会の利用状況を基に，18
地区の見込量を35児童会に按分

（高学年）H27～31の9歳～11歳の推計人
口を基に，他の特例市の4～6年生の加入
実績の割合で算出。低学年と同様に35児
童会に按分した。
※加入実績：4年生17.1%，5年生8.1%，6年
生4.8%
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別紙

地区 施設名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

1 中央 本通児童会 45 48 47 49 49
2 中央 港町児童会 79 83 83 86 86
3 中央 両城児童会 41 43 44 45 45
4 中央 呉中央児童会 207 217 218 225 225
5 中央 荘山田児童会 140 146 147 151 151
6 中央 明立児童会 79 83 83 86 86
7 中央 和庄児童会 81 85 85 88 88
8 中央 長迫児童会 53 55 55 57 57
9 吉浦 吉浦ふたば児童会 124 122 120 116 115

10 警固屋 警固屋児童会 29 31 31 31 29
11 阿賀 阿賀いずみ児童会 116 116 119 121 117
12 阿賀 原児童会 24 23 24 24 24
13 広 広みさか児童会 86 86 85 83 81
14 広 白岳すみれ児童会 206 205 204 201 194
15 広 横路バンビ児童会 213 212 212 207 201
16 広 広児童会 142 141 140 138 133
17 広 広南かもめ児童会 29 29 30 29 2817 広 広南かもめ児童会 29 29 30 29 28
18 仁方 仁方あいじ児童会 62 64 67 62 56
19 宮原 宮原児童会 34 32 32 31 32
20 宮原 坪内児童会 44 41 41 39 41
21 天応 落走児童会 10 10 9 9 10
22 天応 天応わかば児童会 39 38 35 36 38
23 昭和 昭和西なかよし児童会 91 88 89 87 87
24 昭和 昭和中央ひかり児童会 103 102 102 100 100
25 昭和 昭和南ひまわり児童会 54 52 53 51 52
26 昭和 昭和北児童会 136 135 134 132 132
27 郷原 郷原児童会 65 64 62 57 52
28 安芸灘 蒲刈児童会 13 13 9 11 8
29 川尻 川尻児童会 77 78 76 78 76
30 音戸 波多見児童会 49 48 49 48 47
31 音戸 音戸児童会 38 37 37 37 36
32 倉橋 明徳児童会 32 33 30 27 25
33 安浦 安登つくし児童会 24 25 27 26 28
34 安浦 内海児童会 63 64 69 69 71
35 安浦 三津口児童会 11 12 12 12 13

2,639 2,661 2,659 2,649 2,613
－１８－

2,639 2,661 2,659 2,649 2,613


